
488

編 集 後 記

旧制学位制度の存続はもうあまり長 くない.国 立大学では昭和35年3月 末日までに凡ての手続

きを終了する.そ の他の大学では大体に1力 年遅い これは法律で決つている由.そ こで目下各

大学では論文審査に余念がなく,大 量り論文がパスしている。それに対して世間も関心を示し,

新聞などにても博士の大量生産に対して野次気味の記事を載せた りする.こ れに就て篤と考えて

みる必要があるのではなかろうか.

学位申請と審査には一定の基準があるからたとえ大量生産でも内容的には粗製濫造になる事は

ないが.短 期間内に多数を消化するとなると,ど うしても無理が生ずる.ゆ つ くりと時間をかけ

て丁寧にやるに越した事はない.文 部省が初めに昭和34年 度末とい う期限を切つた際には,実 際

にどれ程の数の論文提出があるかを予め調査しなかつたし,大 学側もよく考えずに文部省案を受

け入れたのである.と ころが今 となつてみると非常に多 くの数である事が判 り,慌 てて一潟千里

でやらねばならぬ破 目になつている.こ れは感心すべき事でないのは明かである.そ こで期限を

延長したらどうかとい う考えが起こる.こ れは確かによい事である。期限を1年 伸ばしたからと

云つて今から旧制の研究生が増すわけでないから,新 制の邪まにはならぬ.然 し一方には今更伸

ぽしたりせずにどしどし片付けてしまえとい う考えもあ り,こ れが大勢を占めているらしい.こ

れは安易な考え方である.文 部省としても一潟千里は困るが.既 に決定 している期限を変える事

も出来ない.仕 方ないか ら兎に角何とか片付けてくれという事になる.然 し期限を決めたのは文

部省である.良 くないと判れば,一 旦決つた事でも,や り直してゆ くという事をしない.初 めに

充分な準備なしに実施しながら不都合な事態に立ち至つても変更出来ないとい う.こ の辺 りが役

人式である.迷 惑するのは役人以外の者である.医 学の事を医学関係者がやらずに役人がやると

い うのはどういう事であろうか.あ やまちを改むるにはばかる事なかれとも,今 からでも遅くな

いとも云う.賢 明な文部省と大学との問題である.世 間が見てもおかしくないような方策を立て

て貰いたいものである(昭 和34年6月)
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